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繰
入
金

地
方
交
付
税

分
担
金
負
担
金
・

使
用
料
及
び

手
数
料

15.56
億
円

8.41
億
円

寄
附
金
・

諸
収
入
・

財
産
収
入
　

5.57
億
円

繰
越
金

2.44
億
円

地
方
譲
与
税

及
び
各
種
交
付
金
等

1.76
億
円

県
支
出
金

3.77
億
円

村
債

1.56
億
円

村
税

1.60
億
円

0.68
億
円

国
庫
支
出
金
　

7.52
億
円

700 万円
前年度比

6.7％増
　

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
６
日（
水
）か
ら
15

日（
金
）ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
条
例
改
正
14
件
、
指

定
管
理
者
の
指
定
６
件
、
令
和
５
年
度
各
会
計
補
正
予
算

７
件
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
７
件
な
ど
が
提
案
さ
れ
、

慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

定 例 会
月３

新たな公共交通
「地域の足」（新規）
　公共交通の空白地、岩野川内地区で自
家用有償旅客運送制度を利用した「川内
号」の運行を開始。月曜日と木曜日の週
２回で完全予約制。

出産祝金の増額（拡充）
　現行の出産祝い金、第１子 10万円を 20万円に、第２子
15万円を 30万円に、第３子 20万円を 50万円にそれぞれ
増額。

歳入

　

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
前

年
度
と
比
較
し
て
３
億
７
０
０
万

円
増
、
６
．７
％
の
増
額
予
算
と

な
り
ま
し
た
。
小
中
一
貫
教
育
推

進
事
業
費
９
，１
２
０
万
円
と
災

害
復
旧
事
業
費
５
億
５
８
５
万
円

が
減
少
し
た
も
の
の
、
ス
ポ
ー
ツ

環
境
整
備
事
業
で
10
億
６
，０
０

０
万
円
が
増
加
し
た
こ
と
が
主
な

要
因
で
す
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
、
林
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
地
方
公

営
企
業
法
を
一
部
適
用
し
た「
公

営
企
業
会
計
」へ
移
行
し
ま
し
た
。

主な新規事業等

予算額
122万8,000円
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民
生
費

総
務
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公
債
費

農
林
水
産
業
費

20.71
億
円

4.95
億
円

4.79
億
円

4.40
億
円

教
育
費

商
工
費

衛
生
費

3.80
億
円

2.61
億
円

2.16
億
円

土
木
費

1.95
億
円

消
防
費

1.68
億
円

議
会
費

1.24
億
円

予
備
費

0.53
億
円

災
害
復
旧
費
・

諸
支
出
金
・

労
働
費

0.05
億
円

48 億 8,一般会計
当初予算

水上村担い手規模
拡大奨励金（新規）
　新たに耕作面積を拡大した認定農業者、認定新規
就農者に対し、賃借の場合5万円 /10a、購入の場合
10万円 /10a の奨励金を交付。

海外ホームステイ
事業補助金（再開）
　新型コロナの影響で中止となっていた
海外ホームステイ事業を５年ぶりに再開。

陸上競技場造成工事
（新規）
　湯山高城公園東側一帯に、陸上競技場を
整備するための造成工事。

歳出

予算額
6億5,000万円

予算額
200万円

予算額
200万円
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920万円
前年度比　57.6％減

令和６年度特別会計当初予算 7 億 4,610 万円
前年度比　5.78％減

令和６年度公営企業会計当初予算 3 億 4,398 万円

国民健康保険特別会計（事業勘定）予算

2億8,550万円
前年度比　7.84％減

簡易水道事業会計予算 下水道事業会計予算

1億141万円 2億4,257万円

国民健康保険特別会計（直診勘定）予算

介護保険特別会計予算

4億510万円
前年度比　3.39％増

後期高齢者医療特別会計予算

4,630万円
前年度比　12.65％増

議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果
議案
第１号

水上村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例

地方自治法の改正を踏まえ、会計
年度任用職員に勤勉手当を支給

可　決
（全員賛成）

議案
第２号

水上村地域振興支援事業基金条例の一部を改正す
る条例

基金の原資となる交付金の名称変
更

可　決
（全員賛成）

議案
第３号

水上村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

地方自治法の改正に伴う条例改正 可　決
（全員賛成）

議案
第４号 水上村国民健康保険税条例の一部を改正する条例 資産割廃止に伴う激変緩和措置の

終了
可　決

（全員賛成）
議案
第５号 水上村介護保険条例の一部を改正する条例 第９期介護保険事業計画に基づく

保険料の変更
可　決

（全員賛成）

議案
第６号

水上村指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を
改正する条例

地方自治法の改正に伴う条例改正 可　決
（全員賛成）

議案
第７号 水上村公園施設条例の一部を改正する条例 高城公園桜工房等の取り壊しによ

る表示変更
可　決

（全員賛成）
議案
第８号

水上村土地改良事業補助金交付条例の一部を改正
する条例 土地改良事業に係る補助率の増高 可　決

（全員賛成）
議案
第９号

水上村道路工事補助金交付条例の一部を改正する
条例 里道等工事に係る補助率の増高等 可　決

（全員賛成）
議案
第10号

水上村辺地に係る施設等の整備のための特別措置
に関する条例の一部を改正する条例

補助対象施設から里道への補助を
削除

可　決
（全員賛成）

○条例などの審議結果（補正予算を除く）
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議会を傍聴してみませんか
次回の議会定例会は６月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）

詳しくは議会事務局☎44-0319まで

議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果
議案
第11号

水上村管理機械等使用料徴収条例の一部を改正す
る条例

木竹粉砕機（ウッドチッパー）の
使用料を増額

可　決
（全員賛成）

議案
第12号

水上村簡易水道事業及び下水道事業の設置等に関
する条例

官公庁会計から公営企業会計へ移
行

可　決
（全員賛成）

議案
第13号

水上村学校教職員住宅管理条例の一部を改正する
条例

学校教職員住宅の一部を一般住宅
へ移行

可　決
（全員賛成）

議案
第14号 水上村一般住宅管理条例の一部を改正する条例 一般住宅の一部廃止及び学校教職

員住宅の一部を一般住宅へ移行
可　決

（全員賛成）
議案
第15号

水上村高齢者生活福祉センターの指定管理者の指
定

水上村社会福祉協議会を指定管理
者へ指定

可　決
（全員賛成）

議案
第16号 湯山温泉元湯の指定管理者の指定 水上村社会福祉協議会を指定管理

者へ指定
可　決

（全員賛成）
議案
第17号

市房ダム湖カヌー館「あめんぼー館」の指定管理
者の指定

株式会社みずかみを指定管理者へ
指定

可　決
（全員賛成）

議案
第18号 噴水公園休憩施設の指定管理者の指定 株式会社みずかみを指定管理者へ

指定
可　決

（全員賛成）
議案
第19号

水上村農畜産物処理加工施設「山の幸館」の指定
管理者の指定

株式会社みずかみを指定管理者へ
指定

可　決
（全員賛成）

議案
第20号

水上村クロスカントリー施設「水上スカイヴィ
レッジ」の指定管理者の指定

一般社団法人トラックセッション
を指定管理者へ指定

可　決
（全員賛成）

議案
第21号 公の施設の区域外設置 湯前町塩利の一部へスクールバス

車庫等を設置
可　決

（全員賛成）
議案
第22号

工事請負変更契約の締結（村道崩尾線道路災害復
旧工事）

災害復旧工事に係る工事請負変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第23号

工事請負変更契約の締結（村道古屋敷柳平線道路
災害復旧工事）

災害復旧工事に係る工事請負変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第24号

工事請負変更契約の締結（土用木場川河川災害復
旧工事）

災害復旧工事に係る工事請負変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第25号

工事請負変更契約の締結（美尾谷川河川災害復旧
工事）

災害復旧工事に係る工事請負変更
契約を締結

可　決
（全員賛成）

議案
第26号 工事請負契約の締結（林道幸野線災害復旧工事） 災害復旧工事に係る工事請負契約

を締結
可　決

（全員賛成）
議案
第27号 工事請負契約の締結（大内川河川災害復旧工事） 災害復旧工事に係る工事請負契約

を締結
可　決

（全員賛成）
議案
第28号 水上村商工会員の借入資金に関する預託 水上村商工会員の借入資金に関す

る預託
可　決

（全員賛成）

議員派遣の件について 可　決
（全員賛成）

継続審査申出書について 可　決
（全員賛成）
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歳入歳出予算の総額から7億4,600万円を減額
歳入歳出予算の総額から7億4,600万円を減額し、総額を59億6,500万円とするもの。ス

ポーツ環境整備事業費6億4,950万円を減額し、令和6年度当初予算に再計上。

令和５年度水上村一般会計補正予算
（第８号）

国民健康保険特別会計（事業勘定）
　歳入歳出予算の総額から3,316万4千円を
減額し、総額を2億7,946万3千円とするもの。

令和５年度水上村国民健康保険
特別会計（事業勘定）補正予算（第３号）

国民健康保険特別会計（直診勘定）
　歳入歳出予算の総額に4千円を追加し、
総額を2,175万9千円とするもの。

令和５年度水上村国民健康保険
特別会計（直診勘定）補正予算（第２号）

後期高齢者医療特別会計
　歳入歳出予算の総額から107万9千円を
減額し、総額を4,003万円とするもの。

令和５年度水上村後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）

下水道事業特別会計
　歳入歳出予算の総額に197万2千円を追
加し、総額を4,596万円とするもの。

令和５年度水上村下水道事業
特別会計補正予算（第２号）

介護保険特別会計
　歳入歳出予算の総額から1,488万4千円を
減額し、総額を4億1,779万2千円とするもの。

令和５年度水上村介護保険
特別会計補正予算（第３号）

簡易水道事業特別会計
　歳入歳出予算の総額から377万2千円を
減額し、総額を1億4,194万7千円とするもの。

令和５年度水上村簡易水道事業
特別会計補正予算（第３号）

いずれも審議の結果、原案のとおり決定した。

－各会計補正予算－

臨 時 会回第 １
　令和６年第１回臨時会が１月23日（火）に開催され、慎重に審議した結果、原案どおり決定した。

○条例などの審議結果（補正予算を除く）
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号 水上村手数料条例の一部を改正する条例 戸籍謄本等の広域交付等に係る手
数料を追加規定

可　決
（全員賛成）

継続審査申出書について 可　決
（全員賛成）

○令和６年度水上村一般会計補正予算（第７号）
　歳入歳出予算の総額に 4,300 万円を追加し、総額を 67 億 1,100 万円とするもの。価格高騰
緊急支援給付金（均等割世帯・子ども加算分）900 万円、水上村経済回復活性化補助金（物
価高騰分）1,400 万円、物価高騰対応生活者支援交付金（LPガス世帯向け）321 万 5 千円な
どが追加計上された。
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臨 時 会回第 ２
　令和６年第２回臨時会が３月28日（木）に開催され、慎重に審議した結果、原案どおり決定した。

○条例などの審議結果（補正予算を除く）
議案番号 条　　　　例　　　　等 条例等の主な内容 審査の結果

議案第１号 水上村役場課設置条例の一部を改正する
条例

商工観光に関する事項を産業振興
課へ変更

可　決
（全員賛成）

議案第２号 水上村熊本地震復興基金条例の一部を改
正する条例 条例の設置目的に「防災」を追加 可　決

（全員賛成）

議案第３号 水上村簡易水道事業及び下水道事業の設
置等に関する条例の一部を改正する条例

地方自治法の一部改正による条項
のずれを改正

可　決
（全員賛成）

議案第４号 水上村下水道条例の一部を改正する条例 地方自治法の一部改正による条例
改正

可　決
（全員賛成）

議案第５号 水上村奥球磨みどりの広場条例 スクールバス車庫南側に広場を新
規設置

可　決
（全員賛成）

発議第１号 水上村政治倫理条例の一部を改正する条
例 議員の個人請負の規制緩和 可　決

（全員賛成）

発議第２号 水上村議会議員の請負の状況の公表に関
する条例

議員の請負状況を公表するため新
規制定

可　決
（全員賛成）

継続審査申出書について 可　決
（全員賛成）

○令和５年度水上村一般会計補正予算（第９号）
　歳入歳出予算の総額から 780 万円を減額し、総額を 59 億 5,720 万円とするもの。

○令和５年度水上村簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）
　歳入歳出予算の総額から 220 万円を減額し、総額を 1億 3,974 万 7 千円とするもの。

○令和５年度水上村農業集落排水事業特別会計補正予算
　（第４号）
　歳入歳出予算の総額から 90 万円を減額し、総額を 7,373 万 9 千円とするもの。

○令和５年度水上村林業集落排水事業特別会計補正予算
　（第２号）
　歳入歳出予算の総額から 15 万円を減額し、総額を 856 万 5 千円とするもの。

○令和５年度水上村下水道事業特別会計補正予算（第３号）
　歳入歳出予算の総額から 81 万円を減額し、総額を 4,515 万円とするもの。

いずれも審議の結果、原案のとおり決定した。
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を
法
人
化
す
る

予
定
で
あ
る
た
め
。

※「
上
下
分
離
方
式
と
は
」線
路
な

ど
の
鉄
道
施
設
や
土
地
保
有

を
、
鉄
道
会
社
か
ら
分
離
す
る

運
営
方
式
。杉

野
貴
文
議
員

今
後
の
起
債
償
還
の

推
移
及
び
ピ
ー
ク

は
。
ま
た
、
中
期
財

政
計
画
に
基
づ
き
、

財
政
の
硬
直
化
を
招

か
な
い
よ
う
に
運
営

を
お
願
い
し
た
い
。

総
務
課
長

償
還
元
金
は
、
令
和

６
年
度
の
４
億
６
，

９
６
１
万
円
、
令
和

５
年
度
末
の
償
還

残
高
が
35
億
６
，

１
０
０
万
円
。
５
年

度
分
の
借
入
れ
や
６

年
度
分
の
ス
ポ
ー
ツ

環
境
整
備
事
業
等
の

借
入
れ
が
あ
る
と
残

高
が
増
え
、
ピ
ー
ク

が
変
わ
る
可
能
性
は

あ
る
。
ま
た
、
基
金

総
額
約
47
億
円
に
対

し
、
約
35
億
円
が
償

還
残
高
で
あ
る
の
で

12
億
円
程
度
の
余
裕

は
あ
る
。

山
崎
隆
浩
議
員

川
内
地
区
の「
地
域

の
足
」事
業
と
高
齢

者
等
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業
の
関
連
性

が
出
て
く
る
と
思
う

が
、
利
用
者
の
推
移

は
。

総
務
課
長

川
内
地
区
の
タ
ク

シ
ー
券
の
利
用
者

は
、
前
年
度
で
約
25

名
、
年
間
助
成
額
が

１
６
０
万
円
程
度
。

今
後
、
70
歳
以
上
の

方
で「
地
域
の
足
」を

利
用
さ
れ
る
方
が
出

て
く
る
と
思
う
の

で
、
タ
ク
シ
ー
助
成

金
が
減
少
す
る
こ
と

は
あ
り
う
る
。

小
川　

恵
議
員

災
害
用
備
蓄
倉
庫
の

格
納
物
の
点
検
方
法

は
。

担
当
職
員

食
料
等
の
賞
味
期
限

は
購
入
時
に
デ
ー
タ

管
理
し
て
い
る
が
、

長
期
避
難
者
等
で
物

資
を
使
用
し
た
場
合

は
、
個
数
確
認
を
現

地
で
行
っ
て
い
る
。

大
規
模
災
害
時
の
国
・

県
か
ら
の
支
援
物
資

は
、
そ
の
よ
う
な
確

新年度予算、全課を慎重に審議　
予算審査特別委員会を設置　

総
務
課
関
係

　３月７日（木）の定例会二日目、議長を除く７
名の委員で構成する「予算審査特別委員会」を設
置。委員長に山

や ま さ き

崎隆
た か ひ ろ

浩議員、副委員長に杉
す ぎ の

野
貴
たかふみ

文議員が選任された。通常は本会議での審議
が一般的となるが、より事業の内容や効果など
を「比較的自由に質疑できる場」を設けて審議す
ることとなった。
　令和６年度一般会計及び４つの特別会計、企
業会計に移行した簡易水道事業会計、下水道事業会計を加えた７会計を慎重に審査し、審査
経過について委員長報告を行った。最終日となった15日（金）の本会議で予算案を採決した結
果、全員賛成にて可決すべきものと決定した。
　なお、主な質疑・意見等は、以下のとおり。

3月7日から開催された予算審査特別委員会
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認
が
で
き
て
い
な
い

ま
ま
避
難
所
へ
分
配

す
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
現
地
で
の
確
認

が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
現
在
備
品

を
管
理
し
や
す
い
シ

ス
テ
ム
の
運
用
を
計

画
し
て
い
る
。

荒
嶽　

晋
議
員

新
生
児
マ
ス
・
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
で

は
、
ど
の
よ
う
な
病

気
が
わ
か
る
の
か
。

担
当
保
健
師

20
種
類
の
疾
病
が
わ

か
る
検
査
で
、
例
と

し
て
、
先
天
性
甲
状

腺
機
能
低
下
症
、
先

天
性
副ふ

く

じ

ん

か

腎
過
形
成

症
、
ガ
ラ
ク
ト
ー
ス

血
症
な
ど
が
あ
り
、

生
ま
れ
て
４
日
か
ら

６
日
の
新
生
児
の
か

か
と
か
ら
採
血
し
検

査
を
行
う
。

成
尾
和
英
議
員

令
和
６
年
度
か
ら
集

団
検
診
の
自
己
負
担

金
が
無
償
化
さ
れ
る

が
、
受
診
率
の
デ
ー

タ
を
取
る
予
定
は
あ

る
の
か
。
ま
た
、
総

合
健
診
セ
ン
タ
ー

「
コ
ス
モ
」の
施
設
内

の
婦
人
検
査
や
胃
が

ん
検
診
に
つ
い
て
も

無
料
と
な
る
の
か
。

担
当
職
員

現
在
も
受
診
率
等
の

集
計
は
行
っ
て
お

り
、
今
後
も
行
う
予

定
。
コ
ス
モ
の
ほ
か

人
吉
医
師
会
、
人
吉

医
療
セ
ン
タ
ー
で
行

う
も
の
は
無
料
と
な

る
。那

須
良
策
議
員

２
０
３
０
年
度
か
ら

県
内
市
町
村
の
保
険

料
率
が
統
一
さ
れ
る

よ
う
だ
が
、
今
後
の

保
険
料
率
は
ど
う
な

る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長

標
準
保
険
料
率
を
統

一
す
る
場
合
、
医
療

費
水
準
の
高
い
市
町

村
に
合
わ
せ
る
た

め
、
徐
々
に
上
昇
す

る
見
通
し
と
な
る
。

山
崎
隆
浩
議
員

湯
山
農
協
跡
地
を
利

用
さ
れ
、「
寄よ

ろ

う

や

郎
屋
」

と
い
う
団
体
を
作
り

活
動
を
さ
れ
て
い

る
。
高
齢
男
性
が
集

ま
る
場
所
が
少
な
い

こ
と
も
あ
り
、
良
い

活
動
だ
と
感
じ
て
い

る
が
ど
の
よ
う
な
事

業
か
。

保
健
福
祉
課
長

熊
本
保
健
科
学
大
学

を
含
む
全
国
各
地
の

大
学
教
授
で
研
究

チ
ー
ム
を
作
り
、
国

の
補
助
を
受
け
実
施

し
て
い
る
。
高
齢
男

性
の
孤
立
、
孤
独
に

対
す
る
取
り
組
み
と

な
っ
て
お
り
、
今
後

岩
野
地
区
や
江
代
地

区
に
も
広
げ
て
い
き

た
い
。

荒
嶽　

晋
議
員

村
民
税
が
昨
年
度
の

収
入
額
と
予
算
の
調

定
額
を
比
較
す
る
と

１
，２
０
０
万
円
減

少
し
て
い
る
が
要
因

は
。

担
当
職
員

３
月
末
ま
で
期
間
が

あ
る
の
で
、
確
定
し

て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
令
和
３
年
よ

り
４
年
の
ほ
う
が
下

が
っ
て
お
り
、
本
年

度
も
少
し
減
少
す
る

可
能
性
は
あ
る
。
要

因
の
中
で
大
き
い
の

は
、
事
業
所
の
事
業

収
入
に
係
る
法
人
税

が
５
０
０
万
円
入
っ

て
き
て
い
な
い
。

杉
野
久
志
議
員

鳥
獣
被
害
防
止
緊
急

捕
獲
等
対
策
補
助
金

は
、
害
獣
捕
獲
頭
数

に
満
額
支
給
で
き
る

予
算
計
上
と
な
っ
て

い
る
か
。

担
当
職
員

余
裕
を
持
た
せ
た
予

算
計
上
と
し
て
い

る
。
イ
ノ
シ
シ
に
関

し
て
は
、
令
和
５
年

度
か
ら
１
０
０
頭
増

頭
し
４
０
０
頭
の
予

算
と
し
た
が
、
現
在

到
達
し
て
い
な
い
。

保
健
福
祉
課
関
係

税
務
住
民
課
関
係

産
業
振
興
課
関
係

寄郎屋の外観
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杉
野
貴
文
議
員

水
上
村
担
い
手
規
模

拡
大
奨
励
金
は
、
田

畑
や
作
付
け
品
目
の

種
類
を
問
わ
ず
該
当

す
る
の
か
。
ま
た
、

規
模
拡
大
面
積
当
り

の
補
助
単
価
は
。

担
当
職
員

対
象
地
は
、
村
の
農

業
振
興
地
域
の
農
用

地
に
限
り
主
に
水
田

と
な
り
、
作
付
け
品

目
は
特
に
問
わ
な

い
。
補
助
単
価
は
、

賃
借
の
場
合
は
反
当

り
５
万
円
、
購
入
の

場
合
は
10
万
円
で
あ

る
。山

崎
隆
浩
議
員

ヤ
マ
メ
の
放
流
に
関

連
し
て
、
川
が
非
常

に
荒
れ
、
川
の
生
き

物
の
生
息
数
が
減
少

し
て
お
り
、
生
態
調

査
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

産
業
振
興
課
長

川
の
生
き
物
の
生
息

数
が
減
少
し
て
い
る

原
因
を
究
明
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
関
係

機
関
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

米
本
宗
徳
議
員

古
屋
敷
柳
平
線
の
一

番
手
前
側
は
い
つ
通

行
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
か
。

担
当
職
員

舗
装
を
行
い
区
画
線

を
引
き
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
設
置
後
に

解
放
を
考
え
て
い
る
。

開
通
す
る
と
何
軒
の

避
難
者
が
帰
れ
る
の

か
。

建
設
課
長

村
の
工
事
は
完
了
し

て
も
、
熊
本
県
の
権

限
代
行
の
法
面
工
事

が
行
わ
れ
る
の
で
、

お
そ
ら
く
県
は
規
制

を
か
け
る
と
思
わ
れ

る
。
工
事
が
終
わ
る

と
３
軒
の
方
が
自
宅

に
帰
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。

小
川　

恵
議
員

林
道
橋
梁
点
検
診
断

業
務
委
託
料
と
あ
る

が
、
特
定
の
業
者
へ

委
託
す
る
の
か
。

建
設
課
長

球
磨
管
内
の
橋
梁
点

検
資
格
を
持
つ
業
者

の
競
争
入
札
に
よ
り

決
定
す
る
。

道
路
橋
梁
総
務
事
務

費
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ

作
成
委
託
料
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
を
。

担
当
職
員

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
の

よ
う
な
も
の
を
想
像

す
る
と
わ
か
り
や
す

い
と
思
う
。
地
図
に

村
道
を
位
置
付
け

し
、
道
路
台
帳
と
リ

ン
ク
さ
せ
る
こ
と
で

管
理
者
区
分
が
わ
か

る
。
修
繕
依
頼
の
履

歴
も
残
り
、
場
所
の

特
定
も
容
易
に
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

那
須
良
策
議
員

農
業
集
落
排
水
施
設

処
理
場
の
統
合
の
話

が
あ
る
が
、
本
野
処

理
場
は
ど
う
な
る
の

か
。
ま
た
統
合
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

担
当
職
員

来
年
度
統
合
に
関
す

る
実
施
設
計
を
委
託

し
、
計
画
の
中
で
処

理
場
を
ど
う
す
る
か

検
討
す
る
。
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
年
間
維
持

管
理
料
が
32
万
7
千

円
減
ず
る
。

建
設
課
長

更
に
こ
の
先
、
処
理

場
の
更
新
の
時
期
が

来
る
。
統
合
す
る
こ

と
で
億
単
位
の
費
用

が
必
要
な
く
な
る
。

杉
野
久
志
議
員

婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
時
期
や
男
性
へ
の

勉
強
会
な
ど
は
考
え

て
い
る
か
。

担
当
職
員

県
内
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
婚
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
契
約
し
年
２

回
を
計
画
。
面
談
を

繰
り
返
し
行
い
な
が

ら
、
自
ら
積
極
的
に

ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る

シ
ス
テ
ム
作
り
を
長

期
間
行
い
、
新
た
な

建
設
課
関
係

地
方
創
生
推
進
課
関
係

復旧がすすむ古屋敷柳平線
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形
の
婚
活
事
業
を
目

指
す
。

杉
野
貴
文
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
を
昨

年
と
同
額
の
３
億
円

を
計
上
し
て
い
る

が
、
算
定
基
準
は
。

ま
た
、
今
年
度
の
見

込
み
は
ど
れ
く
ら
い

か
。

担
当
職
員

今
年
度
10
億
円
を
目

標
に
し
て
い
た
が
、

令
和
５
年
の
制
度
改

正
等
や
定
額
減
税
の

影
響
に
よ
り
厳
し
い

予
測
の
た
め
、
令
和

５
年
度
当
初
予
算
ど

お
り
計
上
。
２
月
末

時
点
で
９
億
５
千
万

円
ほ
ど
だ
が
、
10
億

円
ま
で
は
満
た
な
い

見
込
み
。

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
委
託
料
に
つ

い
て
1
千
万
円
ほ
ど

増
額
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
内
容
の

充
実
を
図
る
の
か
。

担
当
職
員

今
後
は
ふ
る
さ
と
納

税
が
減
少
見
込
み
で

あ
る
た
め
、
今
ま
で

よ
り
も
効
果
的
な
広

告
を
う
ち
、
寄
付
額

増
加
を
図
り
た
い
。

ま
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
も
追
加
予
定
で

あ
る
。

小
川　

恵
議
員

旧
湯
山
小
学
校
内
で

実
施
さ
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
サ
イ
エ
ン
ス
事
業

に
お
い
て
、
施
設
備

品
購
入
費
と
は
。
ま

た
、
ア
ス
リ
ー
ト
食

堂
は
通
年
オ
ー
プ
ン

で
、
村
民
の
利
用
も

可
能
か
。

担
当
職
員

施
設
備
品
購
入
費

は
、
体
組
計
や
計
測

カ
メ
ラ
な
ど
の
購
入

費
。
ア
ス
リ
ー
ト
に

特
化
せ
ず
、
住
民
の

骨
密
度
、
筋
肉
量
を

カ
メ
ラ
で
分
析
・
診

断
の
う
え
、
個
人
に

合
わ
せ
た
運
動
訓

練
、
指
導
や
食
事
の

改
善
を
行
い
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
施
設

と
し
て
い
き
た
い
。

米
本
宗
徳
議
員

安
心
・
安
全
メ
ー
ル

が
前
期
課
程
、
後
期

課
程
そ
れ
ぞ
れ
に
同

じ
内
容
の
メ
ー
ル
が

届
い
て
い
た
が
、
今

度
か
ら
は
一
つ
に
な

る
の
か
。

担
当
職
員

連
絡
ア
プ
リ
を
導
入

し
、
保
護
者
に
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
も
ら

う
こ
と
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
同
様
に
学
園

か
ら
の
連
絡
や
保
護

者
か
ら
の
欠
席
連

絡
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

利
用
の
有
無
が
一
括

し
て
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

令
和
７
年
度
か
ら
水

上
学
園
の
制
服
が
変

わ
る
が
、
制
服
に
対

し
て
の
補
助
は
あ
る

の
か
。

教
育
課
長

７
〜
９
年
生
は
ブ
レ

ザ
ー
着
用
と
な
る
た

め
、
そ
の
下
の
長
袖
・

半
袖
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を

各
２
枚
ず
つ
補
助
予

定
。
１
〜
６
年
生
に

関
し
て
は
、
人
吉
球

磨
に
事
例
が
な
い
た

め
、
意
見
が
ま
と
ま

ら
ず
検
討
中
。

那
須
良
策
議
員

オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

さ
れ
て
い
る
公
営
塾

は
、
利
用
者
が
だ
ん

だ
ん
減
っ
て
い
る
が
、

そ
の
減
少
理
由
を
明

確
に
し
て
続
け
な
い

と
、
こ
の
ま
ま
で
は

学
力
向
上
に
つ
な
が

ら
な
い
の
で
は
。
ま

た
、
今
後
も
同
会
社

で
事
業
を
行
う
の
か
。

教
育
課
長

公
営
塾
を
続
け
て
ほ

し
い
と
い
う
意
見
も

あ
り
、
平
等
に
受
け

る
権
利
、
勉
強
す
る

権
利
も
大
事
に
し
た

い
。
今
年
度
も
同
会

社
へ
引
き
続
き
依
頼

す
る
の
で
、
利
用
者

が
増
え
る
よ
う
さ
ら

に
学
校
と
連
携
し
て

い
き
た
い
。

教
育
課
関
係

採用予定のブレザー
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村
で
管
理
し
て
い
る
公
営
住
宅
の

数
、
ま
た
入
居
状
況
は
。

建
設
課
長

　

公
営
住
宅
63
戸
で
入
居
率
95
．２
％
、
特

定
公
共
賃
貸
住
宅
４
戸
で
１
０
０
％
、
一
般

住
宅
65
戸
で
96
．９
％
、
そ
の
う
ち
令
和
４

年
台
風
14
号
に
よ
り
避
難
さ
れ
て
い
る
方
が

12
戸
利
用
さ
れ
て
い
る
。

公
営
住
宅
運
営
に
関
す
る
課
題
と
建

設
計
画
は
。

建
設
課
長

　

築
30
年
を
超
え
る
住
宅
が
91
戸
で
、
約
７

割
が
耐
用
年
数
を
過
ぎ
て
お
り
、
今
後
維
持

管
理
に
係
る
費
用
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

避
難
さ
れ
て
い
る
12
戸
に
空
き
が
出
る
可
能

性
も
あ
る
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
再
建
設
等
の

計
画
は
な
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
等
を
利
用
さ
れ
る
方
、
村

外
か
ら
採
用
さ
れ
た
役
場
職
員
な
ど
の
住
環

境
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

地
方
創
生
推
進
課
長

　

空
き
家
な
ど
の
住
居
を
基
本
と
考
え
て
い

る
が
、
確
保
が
難
し
い
場
合
、
村
営
住
宅
に

入
居
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

民
間
事
業
者
等
が
単
身
向
け
の
ア

パ
ー
ト
を
建
設
す
る
場
合
、
事
業
的

に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
が
、
民
間
賃

貸
住
宅
建
設
費
補
助
等
の
検
討
は
で
き
な
い

か
。

地
方
創
生
推
進
課
長

　

建
設
費
の
補
助
と
は
異
な
る
が
、
村
有
地

に
民
間
企
業
が
事
業
資
金
を
調
達
の
上
、
間

取
り
等
の
要
望
事
項
を
反
映
し
た
建
物
の
建

設
を
行
い
、
一
括
借
り
上
げ
に
よ
る
定
期
建

物
賃
貸
借
契
約
（
サ
ブ
リ
ー
ス
契
約
）
を
行

い
、
民
間
企
業
と
連
携
協
力
し
た
事
業
を
検

討
し
て
い
る
。

村
の
所
有
で
は
な
い
物
件
で
家
賃
を

徴
収
す
る
場
合
、
財
務
規
則
や
会
計

法
上
の
問
題
は
な
い
の
か
。

地
方
創
生
推
進
課
長

　

条
例
は
必
要
と
な
る
が
、
家
賃
は
村
が
徴

収
し
一
括
借
り
上
げ
し
た
額
を
貸
主
に
支
払

い
を
行
う
。
条
例
に
基
づ
く
徴
収
と
な
る
た

め
、
財
務
規
則
上
の
問
題
は
生
じ
な
い
と
理

解
し
て
い
る
。

　

単
身
向
け
の
ア
パ
ー
ト
建
設

が
可
能
に
な
る
と
、
人
口
減
少

の
抑
制
、
地
域
活
性
化
に
も
寄
与
す
る
こ
と

が
で
き
、
公
営
住
宅
の
機
能
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
く
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
ふ
る
さ
と
マ
イ
ホ
ー
ム
祝
い
金
制
度
に
つ

い
て

৻
⥸
⾰


Q. 民間賃貸住宅建設費補助等
　 の検討は
A. 建物一括借り上げによる、
　 サブリース契約を検討

村の現状！今後の見通しは !!

問問

問意
見

問問 答

答

答

答

答

山崎　隆浩 議員

◆民間企業と水上村との建物賃貸借事業（案）
金融機関

村有地を無償貸付

民間企業
水上村

（建物一括借上げ）

賃貸建物建設

（村有地）

事業資金調達

（貸主） （サブリース事業者）

入居者

入居者

入居者

家賃支払

定期建物賃貸借契約
（サブリース契約）

家賃支払

定期建物賃貸借契約

•
•
•
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一般質問における成果とは何か
執行部を動かすための質問を考える　

住民の関心を引き出す創意工夫を
議会だよりで意見交換会を初開催　

　11月23日（火）、「令和５年度第２
回熊本県町村議会議員研修会」が開催
され、議員全員が参加した。
　当日は、執行部の予算編成プロセ
スと一般質問、成果を出すための一
般質問の構造、成果を出すための段
取り・準備、聞く者をうならせる一
般質問といった内容で講演が展開さ
れた。
　改めて、一般質問における「成果」
とは何だろうか。それは、①現状に
関する住民への明確な情報提供（共有）であり、②隠れていた重要な課題などを見える化（理
解）することであり、③課題解決のための政策を提案し実現（実現）することである。
これらを再認識し、今後の一般質問に活かしていきたい。
○講演
　「地方議員のための役所を動かす質問の仕方」
　　講師：元広島県廿

は つ か い ち し

日市市副市長・地方議員研修講師　川
かわもと

本 達
た つ し

志　氏

　２月５日（月）、上球磨４町村の広
報特別委員会委員が集合し、「上球磨
町村議会広報委員会意見交換会」が湯
前町保健センターで開催された。
　当日の意見交換会は、議会だより
をどのように作成しているか、各町
村の編集プロセス、工夫している点、
抱えている課題などを発表するなど
初の試みとなった。表紙の写真、記
事のレイアウト、タイトルの付け方、
図表の掲載、わかりやすい表記など
悩みどころも多く、多数の意見が飛びかった。
　また、それぞれの議会だよりに独自性があり、一般質問用のＱＲコードを読み取って
YouTube へつなげたり、中学生議会だよりを別冊で発行している議会もあるなど、住民
に読んでいただくための工夫も目立った。

広報特別委員会　　　　　　　　　　　　　　　
委員長　荒嶽　晋　　副委員長　山崎　隆浩
委　員　小川　恵　　委　　員　杉野　貴文

一般質問をテーマに研修を受講

議会広報をテーマに意見交換会を開催
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編
集
後
記

　

３
月
27
日
の
熊
日
新
聞
を
ご
覧
に
な

ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

１
面
に
大
き
く
「
県
内
地
価
７
年
連

続
上
昇
」
商
業
地
に
お
い
て
は
大
津
、

菊
陽　

全
国
１
位
、
２
位
と
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
坪
単
価
で
は
な
く
上
昇
率

な
の
だ
が
、
す
ご
い
こ
と
で
あ
る
。

　

お
気
づ
き
の
方
も
お
ら
れ
る
だ
ろ
う

が
、
台
湾
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
「
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
」
が
影
響
し
て
い
る
の
は
ま
ぎ
れ

も
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。
熊
本
市
の
農
家

の
先
輩
か
ら
「
あ
く
ま
で
も
う
わ
さ
話
だ

け
ど
、
あ
っ
ち
じ
ゃ
10
ア
ー
ル
20
万
円
の

畑
が
２
０
０
０
万
円
に
な
っ
た
よ
う
だ
」

と
の
話
を
聞
い
た
。
景
気
が
よ
く
な
る
こ

と
は
喜
ば
し
い
が
、
全
て
の
業
種
が
同

じ
く
し
て
こ
の
上
昇
ト
レ
ン
ド
に
乗
ら

な
け
れ
ば
、
取
り
残
さ
れ
た
所
は
衰
退

し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
記
事
の
後
半
に
、
下
げ
幅
の
最

大
は
マ
イ
ナ
ス
４
．
３
％
人
吉
市
相
良

町
と
あ
り
愕
然
と
し
た
。
熊
本
県
の
経

済
は
北
高
南
低
と
言
わ
れ
る
。

　

こ
の
記
事
の
３
日
前
に
誕
生
し
た
木

村
た
か
し
熊
本
県
知
事
の
か
じ
取
り
に

期
待
し
て
い
る
。

　

県
南
に
も
大
き
な
花
火
を
。

荒　

嶽　
　

晋

　
　

広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

荒
嶽　

晋

　

副
委
員
長　

山
崎
隆
浩

　

委　
　

員　

小
川　

恵

杉
野
貴
文

桜まつりの花火

議会のデジタル活用は足りているか
議会ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進を

　２月16日（金）、上球磨４町村の議
会議員が一堂に会し、「令和５年度第
２回上球磨町村議会議員研修会」があ
さぎり町せきれい館で開催された。
　上球磨４町村議会においては、議
会用タブレット端末の導入をいち早
く済ませている地域となっているが、
データを大量に格納する、ペーパレ
ス効果につながる、情報を議員間で
素早く共有するなど、これまでより
格段に効率的になった一方で、その
多くは表面的なメリット（単に便利になった）にとどまっていたかもしれない。
　DX（デジタルトランスフォーメーション）とは、デジタル技術を駆使して社会や生活の
形を変革することとされている。これからは、デジタル化された情報をどのように活用し、
どのように地域課題解決につなげていくのか、そういった本質的な部分に焦点を当ててい
かなければならない。
○講演
　「議会のデジタル化から DX・高度化へ」
　　講師：一般社団法人 地方公共団体政策支援機構　上席研究員　長

おさない

内 紳
し ん ご

悟　氏

議会ＤＸの必要性について考える上球磨の議会議員


